
SPPB（Short Physical Performance Battery）記録用紙
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No. 検査 記録 点数（0〜4）

① バランス

足をそろえて　　　秒

セミタンデム　　　秒

タンデム　　　秒

0 1 2 3 4

② 4m歩行
1回目　　　秒　2回目　　　秒

補助具：
0 1 2 3 4

③ 5回椅子立ち上がり
　　　　秒

椅子の高さ：　　　cm
0 1 2 3 4

合計： ／12点　　前回の合計： 点

点のつけ方

・バランス：足をそろえて10秒＝1点（できなければ0点）／セミタンデム10秒＝さらに1点／タンデム 10秒以上＝さらに2

点、3秒以上10秒未満＝さらに1点、3秒未満＝0点（合計0〜4点）

・4m歩行：4.82秒未満＝4／4.82〜6.20秒＝3／6.21〜8.70秒＝2／8.71秒以上＝1／できない＝0

・5回椅子立ち上がり（腕を胸の前で組む）：11.19秒以下＝4／11.20〜13.69秒＝3／13.70〜16.69秒＝2／16.70〜60秒＝1／60

秒を超える・できない＝0

カットオフ値と変化の目安

・サルコペニアの診断基準：AWGS 2019は9点以下、EWGSOP2は8点以下が低い身体機能。

・死亡のオッズ比（10〜12点と比べて、Pavasiniら、2016年）：7〜9点 1.50／4〜6点 2.14／0〜3点 3.25

・変化の目安（Pereraら、2006年）：小さな意味のある変化 約0.5点、大きな変化 約1.0点。

測り方の要点

・バランス：足の位置を整えるまでは支えを持ってよい。本人のペースで手を離した時点から測る。前に出す足は、やりやす

いほう。

・4m歩行：ふだんの速さ。足が動き始めた時点から測り、ゴールの1m先まで歩き抜ける。杖・歩行器は、ふだんのもので

可。2回測り、良いほう。

・椅子：腕を胸の前で組み、できるだけ速く5回。椅子の高さを記録する（座面40〜45cmの報告）。

メモ（気づいたこと・次回の目標など）

歩行の秒数は4m用の表です。補助具と椅子の高さを記録し、次回も同じ方法で測ります。やまねこのリハビリ・介護手帖 yamaneko-

family.com/reha/sppb


